
団体名
団体web
サイトURL

https://www.mirai-kikin.or.jp

申請事業の分類① ②イノベーション企画支援事業

申請事業の分類② -

申請事業の分類③ -

領域① １）子ども及び若者の支援に係る活動 領域②

③ 社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援 ④

- - -

- -

領域③ ３）地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動 領域④

⑥ 地域の働く場づくりや地域活性化などの課題解決に向けた取組の支援 ⑦

設立年月日
法人格取得年月日

団体概要

代表者名

代表者の役職

代表者名 2

代表者の役職 2

役員の人数

（その内）監事/監査役・会計参与の人数

置いている監事のうち公認会計士または税理士の人数

職員・従業員合計

常勤・有給・有期

常勤・有給・無期

常勤・無給(有期・無期)

非常勤・有給・有期

非常勤・有給・無期

非常勤・無給(有期・無期)

決済責任者、経理担当者、通帳管理者のうち、決済責任者と通帳管理者が異なること

1.必要な会計帳簿が備えられている

2.業務別に区分経理ができる体制である

年間決算の監査を行っているか

2021年度通常公募_団体情報シート

公益財団法人長野県みらい基金
申請事業名

申請受付番号 2129
主題 誰もが活躍できる信州「働き」「学び」「暮らし」づくり事業

副題 信州アフターコロナビジョン

優先すべき社会の諸課題選択科目

２）日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る活動

分野① 分野②

 働くことが困難な人への支援

-

）地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動

分野③ 分野④
 安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援

申請事業概要

地域縦断のテーマ（地域社会の根本課題）、それぞれの課題解決型提案（協議体）を公募する。公募内容は各課題の分析、その解決への道筋、大胆な改革方法を生み出すトライアルであり、多様なセクターを巻き込んだ多機関連携
を求めていく。責任所在の不明確な協議体でなく、運動体として有効なコアとなる組織が核となり、多様な主体を取り込みながらインキュベーション、増殖、トライアルを行いながらしっかりとしたインパクトを生んでいくアウト
カム志向の事業を行っていく。テーマは次世代の「働き」「学び」「暮らし」。サブとして「女性」「働く技（就労支援）」「地場産業の活躍」「地域創生（ソーシャルビジネス）」（例）とし、それぞれが地域の多様なセクター
を巻き込みながら、３年後の社会的インパクト、事業インキュベーション、提言、発展、テイクオフ、事業継続を目指す事業体となる。

団体組織情報

1
●設立・法人取得年月日

2018/10/3
2018/10/3

2

●団体概要
経済界からは「長野県経営者協会」、労働者の代表として「長野県労働者福祉協議会」、若年層経営者としてJC長野ブロック協議会が
参集し、長野県みらい基金が事務局として屋台骨を背負っていくことで、オール信州による地域社会課題の解決のための自律的かつ持
続的な仕組みが構築され、 地域社会課題の解決に向けた取組が強化されていく。

3

●代表者情報
髙橋 潤

理事長

-

4

●役員

5人

1人

1人

5

●事務局職員

7人

以下、職員・従業員の内訳

5人

1人

0人

1人

0人

0人

6
●資金管理体制

はい

7

●区分経理・帳簿

はい

はい

8
●監査

③その他で実施



1 前年度の助成件数 （件）

2 前年度の助成総額（円）

システム入力
誓約 チェックあり

業務1.1の確認 チェックあり

業務1.2の確認 チェックあり

業務2の確認 チェックあり

業務3 該当なし
業務3の確認 チェックあり

同意 チェックあり

助成実績

110

82,150,815円

3

助成事業の実績内容

寄付募集サイト「長野県みらいベース」による県内NPO等への寄付募集、助成（2013年?2020年）6500万円助成 日本財団 ・「第三の居場所」県内4ヶ所助成2019年から3年間 各拠点初期投資、運営資金1000万円?/
年助成 ・海と日本プロジェクト 2015年より 県内環境団体への助成支援 100万?/年 休眠預金  ・2019年通常枠 7団体 ・2020年 コロナ緊急 20団体 ・2020年通常 甲信地域コンソーシアム 5団体"

欠格事由に関する誓約
業務に関する確認

個人情報保護に関する基本方針の同意

誓約確認等


